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みなべ町議会だより　第36号　平成26年5月

重点事業と 注目ポイント平成26年度　一般会計
教　育

保険・福祉

教　育
●第３子以降給食費助成
●清小校舎・屋内運動場塗装費
●南小通学バス運行委託料（堺地区）
●紀の国わかやま国体・町実行委員会費

…………………300万円
…………3,170万円

……498万円
…429万円

農林水産建設・土木

生活・環境商　工

農林水産建設・土木

・「第３子以降給食費助成」は、子育てを応援する
目的で、３人目以降の学校給食費の助成をするも
のです。小学校から中学校に通う子供が、３人以
上になる場合、３人目以降の給食費は無料になり
ます。

保険・福祉
●子育て世帯臨時特例給付金
●障がい者福祉計画策定業務
●ゆうゆう館外壁防水塗装改修工事設計委託

…………2,093万円
……………297万円

…122万円

・「子育て世帯臨時特例給付金」は今年度からの消
費税引上げに伴い、児童手当受給者の方々への負
担影響に配慮して、暫定的、臨時的な措置として
給付（支給要件があり）されるものです。全額国
費によりまかなわれます。

・「うめ振興館費」うめ振興館は、築１7年が経過
し、設備の老朽化が目立ってきています。今年度
は空調設備の設備更新のための設計委託料として
１８０万円計上されております。検討委員会にお
いて活用方法を検討していますが、当面、設備の
保守・維持をしていく必要があります。

・「町道滝線・町道東神野川線改良工事」は、社会
資本整備総合交付金（国65％）を活用して、本町
の道路整備を図るものです。

生活・環境
●ごみ焼却場解体工事設計委託料
●すさみ町清掃費負担金
●リサイクル物搬出処理委託料

………903万円
………………9,985万円

…………619万円

商　工
●紀州路みなべ駐車場整備工事
●みなべ町商工会補助金
●観光トイレ設計委託
●鶴の湯管理事業費

…………700万円
………………1,470万円
……………………300万円

……………………1,146万円

・「リサイクル物搬出処理委託料」平成２５年度末
をもって焼却炉の稼働を停止しました。そのた
め、平成26年度より、すさみ町に、ごみを運搬し
焼却していただきます。また、平成27年度に焼却
場の煙突を撤去する設計を本年度おこないます。
町民の皆さんには、ごみの分別と減量にご協力を
お願いします。

・「観光トイレ設計委託」は、国体の開催を控え、
県のおもてなし事業補助金を活用し、町内８ヶ所
（南部駅、岩代駅、うめ振興館、南部梅林、千里
球場、ニ子の浜、目津公園、森の鼻）のトイレの
改修をするものです。町の負担割合は５０％で実
負担金は１５０万円となります。

総　務

防　災

総　務
●電算システムのクラウド化
●防犯カメラ設置工事
●臨時福祉給付金

…………6,968万円
……………………170万円

………………………4,904万円

・「防犯カメラ設置工事」は、南部駅前へ１基の設
置費用です。
・「臨時福祉給付金」は、消費税増税に伴い低所得
者に対する影響を緩和する策として交付される給
付金です。住民税非課税の方へは１万円、加算分
として老齢基礎年金を受給されている方には５千
円が支給されます。

防　災
●防火水槽設置工事
●消防自動車購入費
●防災・災害復旧拠点化改修工事

……………………1,182万円
……………………1,028万円

………3,800万円

・「防災・災害復旧拠点化改修工事」は、ふれ愛セ
ンター（みなべ町保健福祉センター）を、災害時の医
療救護所に指定していることから、防災型非常用自
家発電機の設置を行うものです。

●新規就農支援事業
●有害鳥獣害捕獲事業補助金
●うめ振興館費
●水産物供給基盤機能保全計画策定業務

………………………375万円
…………1,574万円

…………………………1,939万円
…2,100万円

●町道東神野川線橋梁設計委託料
●町道滝線改良工事
●町道東神野川線改良工事

………700万円
……………………5,100万円

……………4,400万円

ここがポイントここがポイント

ここがポイントここがポイント

ここがポイントここがポイント

ここがポイントここがポイントここがポイントここがポイント ここがポイントここがポイント

ここがポイントここがポイント ここがポイントここがポイント
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みなべ町議会だより　第36号　平成26年5月

防災、教育の充実
− 予 算 審 議 −

昨年度の予算審議は「予算審査特別委員会」を設置し、担当
課毎に審議をしましたが、本年度は従来通り本会議において予
算審議を行いました。理由は、本会議においても十分な審議は
可能、また違ったカタチでの審議を経験し、両者の良否を判断
するためです。

３
月
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら
18
日
の
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
に
あ
た
っ
て
の
町
長
の
施
政
方
針
表
明
が
あ
り
、
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成
26
年
度

一
般
会
計
予
算
、
６
特
別
会
計
予
算
、
水
道
事
業
会
計
予
算
の
ほ
か
、
平
成
25
年
度
補
正
予
算
、

条
例
改
正
な
ど
、
32
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
活
発
な
質
問
を
し
ま
し
た
。

３月定例会

126億7,625万円
（対前年度比　▲ 0.3％）

● 一般会計 77億3,800万円 （▲3.3％）
● 特別会計 49億3,822万円 （6.4％）

　◦国民健康保険特別会計
21億4,137万円 （4.6％）

　◦後期高齢者特別会計
2億8,791万円 （8.5％）

　◦介護保険特別会計
15億4,297万円 （10.5％）

　◦農業集落排水事業特別会計
2億9,603万円 （▲0.4％）

　◦公共下水道事業特別会計
5億5,754万円 （4.4％）

　◦簡易水道事業特別会計
1億1,240万円 （12.6％）

平成26年度　7会計総額
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みなべ町議会だより　第36号　平成26年5月

一般会計予算77億3,800万円 （前年度比2億6,200万円減）

保健・福祉政策の充実

分担金及び負担金
使用料及び手数料
1億7,486万4千円（2.3％）

繰入金
3億6,216万8千円（4.7％）

繰越金
5,000万円（0.6％）

地方消費税交付金・利子割交付金
地方譲与税・自動車取得税交付金
地方特例交付金・配当割交付金
株式等譲渡割交付金
交通安全対策特別交付金
2億5,050万円（3.2％）

財産収入・寄付金・諸収入
1億5,424万7千円（2.0％）

地方交付税
36億円
（46.5％）

国庫支出金
6億2,932万7千円
（8.1％）

町債
5億710万円
（6.6％）

県支出金
6億4,192万9千円
（8.3％）

国庫支出金
6億2,932万7千円
（8.1％）

町税
13億6,786万5千円
（17.7％）

依存財源
56億2,885万6千円
（72.7％）

自主財源
21億914万
4千円

（27.3％）

町債
5億710万円
（6.6％）

県支出金
6億4,192万9千円
（8.3％）

総務費
7億8,677万
6千円

（10.2％）

民生費
19億6,384万4千円
（25.4％）

衛生費
5億9,466万
（7.7％）

衛生費
5億9,466万
（7.7％）農林水産業費

9億3,025万7千円
（12.0％）

議会費　8,545万3千円（1.1％）

商工費　7,037万円（0.9％）

予備費　1,000万円（0.1％）

土木費
5億7,272万
7千円
（7.4％）

教育費
7億3,504万5千円
（9.5％）

消防費
3億5,420万1千円
（4.6％）

災害復旧費
288万4千円
（0.0％）

公債費
16億3,178万3千円
（21.1％）

歳入

歳出
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みなべ町議会だより　第36号　平成26年5月

原
はら

田
だ

　 覚
さとる

議員

一
般
質
問
は
、
平
成
26
年
３
月
６
日
に
６
人
の
議
員
が
行
な
い
ま
し
た
。

質
問　

以
前
、
山
内
区
内

で
山
中
の
道
が
崩
れ
ま
し

た
が
、
な
か
な
か
復
旧
す

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
道
の
先
に
は

民
家
が
あ
り
、
そ
こ
に
暮

ら
す
方
は
車
が
通
れ
ず
、

道
の
な
い
所
を
、
長
き
に

わ
た
り
歩
い
て
行
き
来
を

す
る
生
活
と
な
り
ま
し
た
。

地
権
者
の
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
復
旧
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
が
、
時
間
は

か
か
り
ま
し
た
。
今
現
在
、

別
の
山
内
区
内
で
も
同
じ

よ
う
に
底
が
崩
れ
そ
う
な

所
が
あ
り
、
そ
こ
も
民
家

の
生
活
道
路
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
民
が
住
ん

で
い
る
民
家
ま
で
は
、
町

道
の
認
定
が
で
き
な
い
か
。

町
道
認
定
は
一
長
一
短
あ

り
、
ま
た
地
権
者
の
ご
理

解
も
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、

緊
急
車
両
が
近
く
ま
で
入

っ
て
い
け
る
道
で
な
け
れ

ば
と
感
じ
ま
す
。
住
民
に

と
っ
て
は
生
活
道
路
で
す
。

安
全
安
心
に
住
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

町
長　

ご
質
問
の
場
所
は

地
元
管
理
の
農
道
で
、
個

人
名
義
の
公
衆
用
道
路
に

な
る
部
分
が
多
く
ご
ざ
い

ま
す
。
一
般
的
に
公
衆
用

道
路
等
に
つ
い
て
は
、
町

に
ご
寄
付
い
た
だ
き
町
道

に
認
定
し
、
町
道
と
し
て

改
修
し
て
い
く
方
法
を
と

っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
は
、
救
急
車
両

が
入
っ
て
い
け
な
い
よ
う

な
道
路
状
況
の
民
家
も
か

な
り
多
く
、
こ
の
解
消
の

必
要
性
は
感
じ
て
お
り
、

広
域
消
防
に
軽
自
動
車
仕

様
の
救
急
車
を
１
台
配
置

し
て
頂
く
お
願
い
を
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
の
方
針

と
し
て
は
、
地
元
の
皆
様

と
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

質
問　

今
年
で
第
５
回
目

の
「
梅
酒
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

in 

み
な
べ
」
と
、
オ
ー

ル
物
産
展
、
梅
料
理
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
お
こ
な
い
ま

し
た
が
、
今
ま
で
の
手
応

え
と
今
後
の
お
考
え
を
お

聞
き
し
ま
す
。

　

こ
の
開
催
は
梅
酒
特
区

を
取
得
し
、
み
な
べ
の
梅

酒
を
、
梅
干
、
青
梅
に
次

ぐ
第
三
の
ブ
ラ
ン
ド
に
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の

Ｐ
Ｒ
に
効
果
が
あ
っ
た
と

考
え
ま
す
。

　

多
く
の
方
が
町
を
訪
れ

る
の
は
観
梅
時
期
で
あ
る

の
で
、
町
内
何
ヶ
所
か
の

点
か
ら
線
に
結
べ
る
よ
う

お
も
て
な
し
が
で
き
な
い

か
と
の
話
も
あ
り
ま
す
。

現
在
１
ヶ
所
で
す
が
、
ど

こ
ま
で
広
げ
ら
れ
る
か
、

関
係
機
関
と
の
連
携
や
町

民
の
ご
協
力
を
得
て
、
効

果
的
な
梅
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

再
質
問　

梅
酒
特
区
を
取

っ
た
み
な
べ
の
梅
酒
を
全

面
的
に
出
し
て
い
け
ば
と

思
う
が

町
長　

コ
ン
テ
ス
ト
の
方

法
と
し
て
、
難
し
い
部
分

が
ご
ざ
い
ま
す
。
個
人
、

会
社
そ
れ
ぞ
れ
の
違
う
売

り
込
み
方
法
が
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。
一
度
よ
く

相
談
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ｐ
Ｒ
も
か
ね
て
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
開
催
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
オ
ー
ル
物
産

展
、
梅
料
理
も
町
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
で
、
梅

料
理
は
、
多
く
の
方
が
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
て
、
町

全
体
を
挙
げ
て
の
開
催
が

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、

現
在
の
開
催
場
所
で
良
い

の
か
ど
う
か
も
含
め
、
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

町
長　

平
成
20
年
７
月
に

梅
酒
特
区
を
取
得
し
、
翌

年
か
ら
実
施
し
て
今
年
で

５
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

開
催
目
的
と
し

て
①
新
た
な
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
②
全

国
の
酒
造
会
社
に

青
梅
Ｐ
Ｒ
③
観
梅

客
に
梅
酒
Ｐ
Ｒ
④

町
内
各
種
団
体
と

の
交
流
連
携
を
図

る
。
効
果
と
し
て

は
梅
酒
・
梅
料
理
・

青
梅
加
工
方
法
の

　 地元の皆様と相談をさせていただきながら

2014 梅酒コレクション inみなべ

梅
酒
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
今
後
に
つ
い
て

　

効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
を

産
業

民家のあるところまで町道認定を生活

う
こ
と
を
答
弁
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

P6

3月定例会・一般質問



みなべ町議会だより　第36号　平成26年5月

中
なか

本
もと

光
こう

一
いち

議員

議会活性化

質
問　

議
会
の
審
議
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
町
民
の

方
が
役
場
ま
で
足
を
運
ぶ

事
な
く
、
い
つ
で
も
好
き

な
時
間
に
発
言
・
答
弁
を

「
タ
イ
ム
リ
ー
」
に
確
認

で
き
ま
す
。
そ
う
な
る
事

に
よ
っ
て
皆
さ
ん
の
町
政

へ
の
関
心
が
今
よ
り
大
き

く
な
り
、
問
題
意
識
も
深

ま
り
、
よ
り
早
期
の
町
政

改
革
・
町
の
活
性
化
に
繋

が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
議
会
活
性
化

特
別
委
員
会
に
於
き
ま
し

て
も
、
審
議
し
て
頂
く
つ

も
り
で
す
が
、
町
長
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に
つ

い
て
ど
の
様
な
お
考
え
か

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

町
長　

議
員
と
同
じ
考
え

で
、
町
民
の
み
な
さ
ま
方

で
時
間
的
に
こ
の
本
会
議

場
に
来
ら
れ
な
い
方
の
利

便
性
を
考
え
ま
す
と
、
必

要
度
合
い
は
大
変
大
き
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

以
上
に
、
町
民
の
み
な
さ

ま
に
町
政
に
つ
い
て
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
こ
と

が
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
。

再
質
問　

事
務
局
に
聞
き

ま
す
と
、
配
信
す
る
た
め

の
機
材
も
あ
る
程
度
、
そ

ろ
っ
て
い
る
と
の
事
で
す
。

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、
ユ
ー
ス

ト
リ
ー
ム
に
ア
ッ
プ
す
れ

ば
経
費
も
ほ
と
ん
ど
か
か

ら
ず
に
す
む
と
思
い
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
配
信
で
き
る
様
お

願
い
し
ま
す

町
長 

早
い
時
期
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
い

質
問　

避
難
の
際
に
前
も

っ
て
、
こ
の
場
所
、
こ
の

周
辺
は
危
険
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
こ
と
に
気
付
い

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

も
う
す
で
に
、
避
難
場

所
周
辺
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
危
険
個
所
を
チ
ェ
ッ
ク

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
も
う
一
度
避
難

場
所
及
び
そ
の
周
辺
に
異

常
が
な
い
か
点
検
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

東
吉
田
「
鎌
田
池
公
園
」

に
お
き
ま
し
て
は
、
県
道

か
ら
鎌
田
池
公
園
に
入
る

道
路
の
右
側
に
段
差
１
ｍ

程
の
排
水
路
が
有
り
ま
す
。

朝
・
昼
の
明
る
い
時
は
問

題
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

暗
く
な
る
と
見
え
な
く
な

り
危
険
個
所
と
な
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
ポ
ー
ル
を

立
て
る
か
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
を
付
け
て
避
難
す
る
人

が
落
ち
込
ま
な
い
様
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

他
の
場
所
に
於
き
ま
し

て
も
、
道
筋
や
危
険
個
所

な
ど
の
確
認
を
し
て
災
害

時
の
二
次
被
害
が
出
な
い

様
、
再
度
の
見
直
し
を
お

願
い
し
ま
す
。

町
長 

避
難
場
所
及
び
避

難
場
所
周
辺
の
点
検
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
後
も
で

き
れ
ば
地
域
の
自
主
防
災

会
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
点
検
に
よ
っ
て
整

備
が
必
要
な
内
容
に
つ
い

て
は
町
で
確
認
し
て
、
緊

急
性
の
高
い
も
の
や
比
較

的
容
易
に
で
き
る
も
の
か

ら
順
次
整
備
を
行
っ
て
ま

い
り
た
い
。
場
所
に
よ
っ

て
は
、
狭
い
個
所
も
あ
り

地
元
の
方
と
ご
相
談
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
早
急
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

みなべ町民の議会への
　　　　　関心を深める手段

　みなべ町議会のインターネット配信

鎌田池公園入口

う
こ
と
を
答
弁
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

防
災
対
策
の

見
直
し
と
強
化

防
災

インターネットによる試験配信（みなべ町議会）
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池
いけ

田
だ

真
ま

作
さ

人
と

議員

日高郡市
の実状

子ども医療費
（無料）

小中学校
普通通教室への空調

みなべ町 中学卒業まで 無し

由良町 中学卒業まで（３年前から）H24年夏休みに小中とも完了

日高町 中学卒業まで（４年前から）H25年夏休みに完了

美浜町 中学卒業まで
H25年夏休みに完了（特別
教室も２６年完了予定）

日高川町
この４/１より高校卒業まで
（１８歳に

すべての普通教室に設備
（保・小・中）

印南町
高校卒業まで
（申請主義）

つけなければならない時期に
きていると答弁

御坊市 小学校卒業まで 予算無し（必要性は認めるが）

質
問　

現
在
、
み
な
べ
町

で
は
中
学
卒
業
ま
で
子
ど

も
医
療
費
を
無
料
化
し
て

い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
ご

家
庭
で
は
18
歳
ま
で
は
親

元
に
住
ん
で
い
る
の
で
子

育
て
支
援
と
し
て
も
必
要

か
と
思
う
が
。

町
長　

ま
ず
、
現
状
を
申

し
上
げ
ま
す
と
、
子
供
医

療
費
に
つ
き
ま
し
て
は
平

成
24
年
１
月
よ
り
、
中
学

卒
業
ま
で
の
生
徒
を
対
象

に
自
己
負
担
額
３
割
分
を

町
が
負
担
し
て
ご
ざ
い
ま

す
。

再
質
問　

さ
ら
に
言
え
ば

４
月
か
ら
消
費
税
が
上
が

っ
て
い
ろ
ん
な
負
担
が
増

え
る
中
で
、
町
と
し
て
で

き
る
こ
と
は
負
担
を
少
な

く
す
る
事
と
い
う
ふ
う
に

思
っ
て
い
る
の
で
、
ど
う

か
前
向
き
に
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

町
長　

今
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
の
中
で
、
ど
う
い
う

ふ
う
に
し
て
い
く
の
か
、

保
育
所
の
保
育
時
間
の
問

題
か
ら
始
ま
り
ま
し
て
、

い
ろ
ん
な
分
野
で
話
し
合

わ
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

教室のエアコンパネル

普
通
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
の
設
置

　

必
要
と
考
え
る

教
育

質
問　

地
球
温
暖
化
の
影

響
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い

が
、
夏
は
暑
す
ぎ
、
冬
は

寒
す
ぎ
る
と
感
じ
る
。
昨

年
も
夏
休
み
を
除
き
、
７

月
、
９
月
、
10
月
の
半
ば

ま
で
30
度
を
超
え
る
猛
暑

が
続
い
た
。
冬
も
12
月
、

１
月
、
２
月
は
寒
か
っ
た
。

文
科
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
る
と
教
育
現
場
で
は

10
度
～
30
度
に
と
指
針
が

出
て
い
る
。
こ
ん
な
環
境

で
は
生
徒
も
先
生
も
授
業

に
集
中
で
き
な
い
の
で
は
。

町
長　

小
学
校
に
は
必
要

性
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
ふ

う
に
感
じ
て
は
ご
ざ
い
ま

す
。
エ
ア
コ
ン
が
い
い
の

か
、
ま
た
は
ミ
ス
ト
に
よ

る
方
法
で
室
温
を
５
度
、

６
度
下
げ
る
と
い
う
方
法

も
ご
ざ
い
ま
す
し
、
そ
こ

ら
に
つ
い

て
検
討
の

余
地
が
あ

ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。

教
育
長　

昨
今
の
夏

は
、
大
変

厳
し
い
も
の
が
あ
る
の
は

承
知
し
て
お
り
ま
す
。
教

室
内
の
温
度
に
つ
い
て
は
、

確
か
に
10
度
以
上
30
度
以

下
が
望
ま
し
い
と
学
校
保

健
安
全
法
に
定
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

再
質
問　

最
近
改
築
し
た

岩
代
小
学
校
と
南
部
小
学

校
に
は
各
普
通
教
室
に
、

エ
ア
コ
ン
導
入
を
前
提
と

し
て
空
調
の
パ
ネ
ル
が
設

置
さ
れ
て
い
る
が
。

教
育
長　

岩
代
小
学
校
、

南
部
小
学
校
に
つ
い
て
将

来
の
空
調
用
と
い
う
こ
と

で
電
気
の
設
備
を
す
で
に

教
室
内
に
置
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

再
々
質
問　

日
高
郡
内
６

町
は
付
け
る
方
向
に
い
っ

て
い
る
の
が
現
状
だ
。
ま

た
エ
ア
コ
ン
と
太
陽
光
発

電
の
同
時
設
置
で
売
電
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
の

で
は
。

町
長　

岩
代
小
学
校
、
南

部
小
学
校
は
建
築
の
際
に

ま
ず
出
て
き
ま
し
た
の
が

や
は
り
ク
ー
ラ
―
の
問
題

で
す
。
今
後
近
々
必
ず
必

要
で
あ
ろ
う
か
ら
建
築
時

に
壁
に
穴
を
あ
け
て
屋
上

に
は
室
外
機
の
設
置
で
き

る
よ
う
な
施
設
も
準
備
し

て
お
こ
う
と
い
う
話
し
合

い
で
そ
う
い
う
ふ
う
に
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

教
育
長　

総
合
的
に
検
討

す
る
課
題
も
あ
り
ま
す
が

昨
今
の
気
温
の
上
昇
を
鑑

み
る
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置

に
つ
い
て
は
必
要
で
あ
ろ

う
か
と
考
え
ま
す
。

子ども医療費を高校卒業
　（18 歳の3 月31 日）まで無料化を！！

　 子供・子育て会議で話し合って

福祉
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佐
さ

々
さ

木
き

香
よし

徳
のり

議員

質
問　

地
方
教
育
行
政

法
改
定
が
国
会
に
出
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
教
委
に
伺
い
ま
す
。

「
今
の
教
育
は
危
機
的

状
態
だ
か
ら
再
生
が
必

要
だ
」
と
は
本
当
で
し
ょ

う
か
。
小
中
学
校
の
現
場

は
「
危
機
的
」
な
の
で
し

ょ
う
か
。
例
え
ば
、
学
力

低
下
、
学
力
格
差
、
学
級

崩
壊
、
い
じ
め
、
い
わ
ゆ

る
不
適
格
教
師
な
ど
の
点

で
、
教
委
の
現
状
認
識
を

お
尋
ね
し
ま
す
。

　

法
案
を
進
め
る
人
た
ち

は
、
こ
の
前
ま
で
「
教
育

委
員
会
は
無
責
任
集
団
だ
、

廃
止
せ
よ
」
と
攻
撃
し
て

い
ま
し
た
。
無
責
任
呼
ば

わ
り
さ
れ
、
廃
止
論
ま
で

出
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、

教
育
委
員
会
と
し
て
、
言

わ
れ
っ
放
し
で
な
く
、
こ

う
し
た
攻
撃
に
根
拠
が
な

い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
べ

き
だ
、
と
考
え
ま
す
。

　

次
に
町
長
に
伺
い
ま
す
。

先
に
、
現
在
の
町
長
と
教

委
と
の
関
係
を
再
確
認
し

ま
す
。
町
長
が
議
会
の
同

意
を
得
て
任
命
す
る
の
は
、

任
期
４
年
で
あ
る
５
人
の

「
教
育
委
員
」
だ
け
で
す
。

「
教
育
委
員
長
」
は
、
５

人
の
互
選
で
決
ま
り
ま
す
。

「
教
育
長
」
は
教
育
委
員

の
中
か
ら
教
育
委
員
会
が

任
命
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が

改
定
案
で
は
、
い
ま
の
教

育
委
員
長
と
教
育
長
と
を

統
合
し
た
、
新
し
い
「
教

育
長
」
を
つ
く
り
、
町
長

が
議
会
の
同
意
を
得
て
直

接
任
命
す
る
。
そ
の
任
期

は
４
年
か
ら
２
年
に
半
減
、

と
い
う
こ
と
で
す
。（
注
・

後
日
「
３
年
」
で
与
党
が

合
意
）

　

こ
れ
が
、
町
長
の
権
限

を
著
し
く
強
く
す
る
も
の

だ
、
と
認
識
し
て
お
ら
れ

ま
す
か
？

　

現
在
お
よ
び
近
い
将
来

の
み
な
べ
町
に
お
い
て
、

教
育
行
政
の
責
任
者
の
身

分
を
不
安
定
化
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
と
、
町
長
は
お

考
え
で
す
か
？

教
育
長　

小
学
校
の
学
力

は
県
平
均
、
全
国
平
均
よ

り
下
の
場
合
が
多
く
、
中

学
生
で
は
平
均
を
超
え
て

い
ま
す
。
格
差
は
あ
る
が

中
学
で
学
力
、
体
力
と
も

に
伸
び
て
い
ま
す
。
小
学

時
代
の
自
己
肯
定
感
の
高

さ
が
中
学
に
な
っ
て
発
揮

さ
れ
て
い
ま
す
。
学
級
崩

壊
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
じ

め
は
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
の

う
ち
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

指
導
力
不
足
の
教
師
は
い

ま
せ
ん
。
町
の
教
育
は
決

し
て
危
機
的
で
は
な
く
県

教
委
な
ど
か
ら
状
況
を
聞

き
に
き
ま
す
。
本
町
で
は

首
長
と
教
育
委
員
会
と
は

う
ま
く
い
っ
て
お
り
、
廃

止
論
は
全
く
当
た
り
ま
せ

ん
。

町
長　

必
要
な
関
与
は
あ

る
べ
き
か
な
と
も
思
い
ま

す
。
教
育
は
長
い
目
で
見

る
必
要
が
あ
り
、
教
育
長

の
身
分
を
コ
ロ
コ
ロ
変
え

る
の
は
好
ま
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
極
端
な
教
委
廃
止

論
も
あ
る
が
、
教
育
は
独

立
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

再
質
問　

権
限
が
集
中
す

る
の
は
好
ま
し
く
な
い
と

の
答
弁
で
し
た
が
、
全
国

の
市
町
村
長
や
知
事
の
う

ち
、
い
っ
た
い
何
人
が
、

そ
の
権
限
を
欲
し
が
っ
て

い
る
の
か
と
考
え
る
と
、

非
常
に
少
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
町
長
も

知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
国
会

で
あ
っ
と
い
う
間
に
決
め

て
し
ま
う
こ
と
自
体
が
非

教
育
的
で
す
。

町
長　

改
定
案
で
は
、
先

生
の
異
動
や
予
算
に
は
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、

（
権
限
強
化
が
）
ど
こ
ま

で
か
分
か
ら
な
い
の
が
現

状
。
意
見
は
言
っ
て
い
か

ね
ば
。
み
な
べ
町
で
は
町

長
部
局
と
教
委
と
は
良
好

で
す
。

再
々
質
問　

よ
く
テ
レ
ビ

に
出
る
限
ら
れ
た
首
長
の

意
見
が
、
首
長
全
体
の
意

見
で
あ
る
か
の
よ
う
な
雰

囲
気
を
恐
れ
ま
す
。
み
な

べ
町
の
現
実
か
ら
、「
そ

ん
な
も
の
は
、
い
ら
な
い

ん
だ
」
と
は
っ
き
り
言
っ

て
い
た
だ
く
の
が
世
論
を

呼
び
起
こ
す
上
で
重
要
で

す
。

町
長　

い
ろ
ん
な
意
見
の

首
長
が
い
る
が
、
地
方
六

団
体
と
国
と
の
話
し
合
い

の
場
で
は
、
個
人
の
意
見

は
出
ま
せ
ん
。

教育委員会の改変について
　みなべ町の教育は良好、教育は長い目で見る必要
教育

地方教育行政の組織及び運営に関する法律

教育委員会
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谷
たに

本
もと

吉
よし

弘
ひろ

議員

　 災害復旧の効率化のために必要では

質
問　

２
年
半
前
に
台
風

12
号
に
よ
っ
て
こ
の
み
な

べ
町
も
特
に
山
間
部
は
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

特
に
梅
の
樹
園
地
は
パ
イ

ロ
ッ
ト
を
除
け
ば
大
部
分

が
山
の
斜
面
に
あ
り
、
そ

こ
を
縫
う
よ
う
に
農
道
が

走
っ
て
い
ま
す
。
当
地
方

は
、
日
本
一
の
梅
の
産
地

で
は
あ
り
ま
す
が
、
非
常

に
弱
い
生
産
基
盤
の
上
に

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
・
減
反

政
策
の
廃
止
等
、
将
来
的

に
は
農
産
物
の
生
産
分
布

図
が
大
き
く
変
化
す
る
か

も
し
れ
な
い
。
日
本
一
の

梅
の
産
地
を
守
り
発
展
さ

せ
て
行
く
た
め
に
、
大
変

大
事
な
時
期
に
来
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
中
山
間
地

直
接
支
払
い
制
度
や
多
目

的
機
能
支
払
制
度
、
農
業

基
盤
整
備
促
進
事
業
等
の

有
効
活
用
や
災
害
時
に
お

け
る
復
旧
作
業
の
効
率
化

を
考
え
る
と
、
農
道
・
水

路
台
帳
は
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
が
、
町
長

の
お
考
え
は
？

町
長　

災
害
時
の
迅
速
な

対
応
を
考
え
れ
ば
台
帳
の

電
子
化
整
備
に
つ
い
て
は
、

事
務
処
理
等
の
効
率
化
の

た
め
に
は
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
の
対
応
と

し
て
は
区
長
さ
ん
か
ら
の

報
告
が
あ
っ
て
、
応
援
体

制
を
い
た
だ
い
て
、
職
員

が
現
場
へ
行
き
、
通
称
名

で
言
わ
れ
る
道
路
等
の
現

状
を
見
に
行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
は
職
員
の
出
入

り
も
激
し
く
、
災
害
箇
所

把
握
な
ど
に
時
間
を
費
や

し
て
い
る
現
状
と
な
っ
て

い
ま
す
。
美
土
里
情
報
シ

ス
テ
ム
の
航
空
写
真
、
地

形
図
、
農
地
の
地
番
、
面

積
等
の
情
報
を
活
用
す
れ

ば
台
帳
作
成
は
可
能
と
考

え
る
が
、
費
用
面
を
考
え

る
と
県
の
土
地
改
良
連
合

会
と
調
整
を
行
い
、
体
制

づ
く
り
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問　

地
籍
調
査
が
終

わ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
一

つ
の
モ
デ
ル
地
区
を
決
め

て
取
り
か
か
っ
て
い
け
ば

問
題
点
が
見
え
て
こ
よ
う

か
と
思
い
ま
す
。

　

各
区
に
は
区
長
さ
ん
を

始
め
区
の
議
員
さ
ん
や
主

要
な
農
道
に
は
道
路
維
持

や
草
刈
り
等
を
管
理
す
る

道
路
委
員
会
的
な
方
々
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、

協
力
す
れ
ば
十
分
対
応
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
出
来
た
台

帳
の
原
本
を
産
業
課
が
保

管
し
て
、
各
区
の
範
囲
内

の
農
道
・
水
路
の
台
帳
を

区
が
保
管
す
れ
ば
災
害
時

に
迅
速
な
対
応
が
出
来
ま

す
し
、
平
常
時
に
お
い
て

は
維
持
活
動
等
に
大
き
な

戦
力
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ど
う
か
取
り
か
か

っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

町
長　

個
人
名
義
の
農
地

の
ま
ま
道
と
し
て
使
用
し

て
い
る
、
公
衆
用
道
路
に

な
っ
て
い
な
い
土
地
に
つ

い
て
は
、
所
有
者
と
相
談

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
部
分
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
町
が
管
理
し
て

い
る
農
道
、
水
路
等
に
つ

い
て
は
地
籍
調
査
が
終
了

し
た
地
域
か
ら
、
個
人
名

義
の
公
衆
用
道
路
で
あ
れ

ば
直
ぐ
に
台
帳
は
作
成
出

来
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
件
数
、
距
離
に

膨
大
な
も
の
が
あ
り
ま
す

の
で
、
費
用
面
に
つ
い
て

は
土
地
改
良
連
合
会
と
相

談
し
て
、
い
ち
早
く
と
い

う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん

が
、
隣
の
田
辺
市
で
も
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
参
考

に
し
な
が
ら
前
向
き
に
検

討
い
た
し
ま
す
。

水　路

農　道

農道台帳と水路台帳の作成ついて産業
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下
しも

村
むら

　 勤
つとむ

議員

　早急に整備が必要と認識、国県へ要望

質
問　

今
ま
で
何
度
か
取

り
上
げ
て
き
ま
し
た
こ
の

ト
ン
ネ
ル
の
改
修
で
あ
り

ま
す
が
、
最
近
特
に
、
鉄

筋
の
腐
食
に
よ
り
赤
茶
色

の
水
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

ひ
び
割
れ
か
ら
流
れ
出
て

い
る
の
が
何
カ
所
も
あ
り

ま
す
。
昨
年
こ
の
ト
ン
ネ

ル
の
点
検
を
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
結
果
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

　

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
抜
本
的

な
改
修
を
、
国
や
県
に
働

き
か
け
、
早
急
に
実
現
し

て
く
だ
さ
い
。

町
長　

町
が
管
理
す
る
ト

ン
ネ
ル
は
、
６
ヶ
所
あ
り

ま
す
。
高
城
ト
ン
ネ
ル
の

点
検
結
果
に
つ
い
て
は
、

変
状
異
常
が
あ
り
判
定
区

分
に
95
ヶ
所
あ
り
、
応
急

対
策
が
必
要
な
変
状
と
し

て
は
、
８
ヶ
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。
住
民
の
安
全
安

心
の
た
め
に
も
、
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
社
会
資

本
総
合
整
備
事
業
の
中
の

質
問 

昨
年
の
大
豊
作
に

よ
り
、
青
梅
か
ら
梅
干
し

に
か
け
、
価
格
が
大
き
く

暴
落
し
、
町
の
基
幹
産
業

に
大
き
な
打
撃
と
な
っ
て

い
ま
す
。
梅
干
生
産
者
協

議
会
を
通
し
て
、
会
員
の

在
庫
の
一
部
を
町
で
買
い

上
げ
、
災
害
時
相
互
応
援

協
定
を
交
わ
し
て
い
る
市

町
村
に
、
災
害
時
の
保
存

食
品
と
し
て
活
用
を
し
て

も
ら
う
施
策
を
提
案
し
ま

す
。
日
本
一
の
梅
産
地
が

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
梅
干

し
を
備
蓄
食
品
と
し
て
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
、
農
家
の
一
助
と
な
る

と
思
い
ま
す
。

町
長　

消
費
拡
大
の
一
環

と
し
て
、
災
害
備
蓄
食
品

に
災
害
協
定
の
自
治
体
だ

け
で
な
く
、
全
国
の
自
治

体
に
購
入
し
て
も
ら
え
る

よ
う
県
や
紀
州
梅
の
会
と

連
携
し
て
、
進
め
て
い
き

た
く
思
い
ま
す
。
そ
の
手

始
め
と
し
て
、
ま
ず
交
流

の
あ
る
自
治
体
に
Ｐ
Ｒ
活

動
を
展
開
し
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
各

市
町
村
の
備
蓄
物
資
は
異

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
希

望
す
る
町
が
あ
れ
ば
大
い

に
提
供
し
て
行
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

交
付
金
に
よ
る
防
災
安
全

交
付
金
と
い
う
の
が
あ
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
補
修
を
行

う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。
こ
の
交
付
金
は
、

国
か
ら
県
に
お
り
て
き
て
、

県
で
３
０
市
町
村
に
危
険

度
の
高
い
部
分
か
ら
配
分

さ
れ
て
い
ま
す
。
早
急
に

整
備
が
必
要
と
認
識
し
て

い
ま
す
の
で
、
県
の
方
に

要
望
し
て
い
き
ま
す
。
そ

れ
と
別
に
、
市
町
村
か
ら

直
に
国
に
要
望
す
る
部
分

が
出
来
よ
う
と
し
て
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
ら
を
十
分

活
用
し
て
い
け
れ
ば
と
、

思
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

青
梅
時
期
に
、
全

国
の
市
場
に
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
実
施
さ
れ
、
そ
の

成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

梅
干
し
を
災
害

備
蓄
の
商
品
に

　

交
流
自
治
体
に
Ｐ
Ｒ

農
業

高城トンネルの改修生活・交通

高城トンネル

梅
干
し
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

　

ま
ず
首
都
圏
で

農
業

今
後
、
梅
干
し
に
つ
い
て

も
需
要
拡
大
の
観
点
か
ら

も
、
さ
ら
に
は
災
害
時
の

備
蓄
品
と
し
て
の
、
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
展
開
し
て

い
た
だ
き
た
く
お
聞
き
し

ま
す
。

町
長　

青
梅
の
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
は
今
後
も
続
け
て

行
き
ま
す
。
梅
干
し
に
つ

い
て
は
、
ご
指
摘
が
あ
り

ま
す
よ
う
に
全
国
に
広
め

て
行
か
な
け
れ
ば
と
言
う

思
い
が
あ
り
ま
す
。
梅
の

機
能
性
講
座
を
開
く
な
ど

し
て
、
交
流
の
あ
る
首
都

圏
の
自
治
体
か
ら
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
に
取
り
組
み
た

く
思
い
ま
す
。
ま
ず
東
京

の
北
区
で
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
ま
た
何
ら
か

の
伝
手
（
つ
て
）
を
使
っ

て
、
全
国
的
に
広
め
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

梅干タル
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総務文教常任委員会 活動報告
平成26 年4 月9 日 町内通学路と岩代小学校プールの視察を行いました。

　

４
月
９
日
、
町
内
４
校

の
小
学
校
の
通
学
路
の
検

証
を
行
い
ま
し
た
。

　

清
川
小
学
校
校
区
で
は
、

最
遠
距
離
は
名
ノ
内
地
区

で
6.0
㎞
あ
り
、
一
部
道
路

幅
も
狭
く
、
見
通
し
も
悪

い
未
改
良
の
道
で
す
が
、

約
3.5
㎞
自
転
車
で
通
学
し
、

残
り
の
学
校
ま
で
の
約
2.5

㎞
は
徒
歩
で
通
学
し
て
い

ま
す
。
軽
井
川
地
区
は
2.6

㎞
あ
り
、
こ
ち
ら
は
国
道

４
２
４
号
が
通
学
路
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

高
城
小
学
校
校
区
で
は
、

旧
嶋
之
瀬
小
学
校
校
区
の

児
童
は
統
合
時
よ
り
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
に
て
通
学
し

て
い
ま
す
。
最
遠
距
離
地

区
は
、
高
野
の
氷
川
地
区

が
2.6
㎞
あ
り
ま
す
。
熊
瀬

川
地
区
は
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
で
の
通
学
で
す
。

　

上
南
部
小
学
校
区
で
は
、

最
遠
距
離
が
受
領
地
区
で

6.0
㎞
あ
り
、
以
前
よ
り
路

線
バ
ス
を
利
用
し
て
い
ま

し
た
。
４
月
よ
り
廃
止
と

な
っ
た
た
め
町
の
公
用
車

を
利
用
し
て
登
校
し
て
い

ま
す
。
玉
地
区
に
つ
い
て

は
、
4.0
㎞
で
あ
り
ま
す
。

　

岩
代
小
学
校
校
区
で
は
、

西
地
区
は
2.8
㎞
、
東
地
区

は
3.0
㎞
で
す
。

　

南
部
小
学
校
校
区
の
堺

地
区
に
つ
い
て
は
、
路
線

バ
ス
を
利
用
し
て
の
通
学

で
し
た
が
受
領
地
区
と
同

じ
く
４
月
よ
り
廃
止
と
な

っ
た
た
め
、
バ
ス
会
社
に

委
託
し
て
33
名
の
児
童
が

ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の
通
学

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
遠
距
離
は
平
成
26
年

度
に
児
童
が
い
る
家
か
ら

の
距
離
で
あ
る
た
め
、
年

度
に
よ
っ
て
は
変
動
し
ま

す
が
、
こ
の
検
証
に
よ
っ

て
改
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
校

区
の
通
学
実
態
が
再
認
識

で
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
岩
代
小
学
校
の

プ
ー
ル
工
事
の
進
捗
状
況

清川・名ノ内

高城・氷川

東本庄・受領 - 辺川

堺

岩代小学校プール

通
学
路
視
察

岩
代
小
学
校
プ
ー
ル

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

岩
代
中
学
校
跡
地
に
建

設
中
の
岩
代
小
学
校
の
プ

ー
ル
は
、
25
ｍ
×
６
コ
ー

ス
と
、
小
プ
ー
ル
で
、
５

月
末
の
完
成
予
定
で
あ
り
、

６
月
か
ら
利
用
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

グ
ラ
ン
ド
よ
り
プ
ー
ル

に
通
じ
る
道
は
、
災
害
時

に
は
避
難
路
に
も
利
用
さ

れ
周
辺
の
住
民
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
も
利
用
価
値
の

あ
る
道
に
も
な
り
ま
す
。
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事務組合議会議員活動報告

議会活性化特別委員会 活動報告
本年度から本会議のネット配信（動画サイト利用）を決定

　

３
月
13
日
、
議
会
活
性

化
委
員
会
を
開
催
し
、
２

０
１
４
年
度
か
ら
、
本
会

議
で
行
わ
れ
る
一
般
質
問

や
議
案
審
議
の
様
子
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て

配
信
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。

　

本
会
議
場
に
は
２
台
の

カ
メ
ラ
が
す
で
に
設
置
し

て
あ
り
、
庁
舎
内
に
あ
る

テ
レ
ビ
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
配
信
は
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
、
配
信

に
必
要
な
機
器
を
取
り
付

け
、
無
料
で
利
用
で
き
る

動
画
サ
イ
ト
「
ユ
ー
ス
ト

リ
ー
ム
」
や
「
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
」
を
利
用
し
て
行
う

予
定
で
す
。
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
の
配
信
に
加
え
、
録

画
動
画
も
随
時
見
え
る
よ

う
に
す
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
導
入
に
か
か
る
費
用

は
１
万
円
程
度
の
見
込
み

で
す
。

　

ネ
ッ
ト
配
信
に
つ
い
て

は
３
月
定
例
会
の
一
般
質

問
で
、
中
本
議
員
が
「
町

民
が
い
つ
で
も
好
き
な
時

間
に
議
会
で
の
発
言
を
確

認
で
き
、
町
政
へ
の
関
心

が
今
よ
り
大
き
く
な
り
、

町
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
」
な
ど
と
執
行
部
の
考

え
を
た
だ
し
ま
し
た
。
町

長
は
「
利
便
性
を
考
え
る

と
必
要
度
は
非
常
に
大
き

い
。
議
会
活
性
化
特
別
委

員
会
で
相
談
を
し
て
い
た

だ
き
、
委
員
会
か
ら
話
が

あ
れ
ば
前
向
き
に
検
討
し

た
い
」
と
の
考
え
を
示
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
議
会
活

性
化
特
別
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配

信
さ
れ
れ
ば
、
世
界
に
発

信
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

議
員
自
身
の
襟
を
正
す
こ

と
に
な
る
し
、
議
会
活
性

化
の
た
め
に
も
有
意
義
な

こ
と
だ
と
思
う
。」「
傍
聴

に
来
た
く
て
も
来
ら
れ
な

い
方
は
た
く
さ
ん
い
る
と

思
う
。
町
政
が
ど
う
な
っ

て
い
る
か
も
分
か
る
と
思

う
し
、
非
常
に
有
効
な
手

段
」
-
「
情
報
発
信
の
面

か
ら
も
良
い
こ
と
だ
」
な

ど
と
の
意
見
交
換
の
後
、

全
会
一
致
で
承
認
し
ま
し

た
。

　

ネ
ッ
ト
で
の
配
信
は
、

５
月
定
例
会
か
ら
の
予
定

で
、
既
に
必
要
機
材
を
揃

え
、
配
信
テ
ス
ト
を
済
ま

せ
て
い
ま
す
。

　

近
隣
市
町
で
は
、
上
富

田
町
議
会
、
田
辺
市
議
会
、

日
高
川
町
議
会
な
ど
で
既

に
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

インターネットによる配信試験（みなべ町議会風景）

●和歌山県後期高齢者医療広域連合議会定例会
・日時　平成26年2月10日
・場所　和歌山ダイワロイネットホテル
・出席　田中議長
・内容　条例改正、予算審議
●紀南環境広域施設組合議会平成26年第1回定例会
・日時　平成26年2月19日
・場所　田辺市ごみ処理場
・出席　田中議長、竹本副議長
・内容　条例制定、予算審議
●田辺市周辺衛生施設組合議会平成26年第1回臨時会
・日時　平成26年2月25日
・場所　田辺市清浄館
・出席　下村議員、原田議員、谷本議員
・内容　条例改正、予算審議

●公立紀南病院組合議会平成26年第1回定例会
・日時　平成26年2月26日
・場所　社会保険紀南病院
・出席　田中議長、竹本副議長
・内容　条例改正、予算審議
●田辺周辺広域市町村圏組合議会平成26年第1回定例会
・日時　平成26年2月26日
・場所　田辺市役所
・出席　田中議長、竹本副議長
・内容　条例改正、予算審議
●御坊日高老人福祉施設事務組合議会平成26年第1回定例会
・日時　平成26年2月27日
・場所　御坊日高老人福祉施設事務組合
・出席　北谷議員
・内容　条例改正、予算審議
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平成22年9月定例会
一般質問

梅産業の安定的発展に向け
て、町の農業・産業の発展

の施策は

梅産業全体の安定的な
発展に取り組んで
まいりたい。

どうなった どうなった

町長答弁 教育長答弁

梅産業の確立を図るため、町と
しても梅の消費拡大に重点を
置き、機能性研究・産官学連
携・スポーツ関連等、各種事業
を展開し、今後も梅産業の振興
に努めてまいります。

平成１８年９月定例会
一般質問

結　果結　果
歴史資料を展示する建物の計
画については、建築及び維持
管理等に多額の費用を要する
ため、中止になりました。

みなべ町指定文化財
として歴史資料を展示する
建物を計画・立案予定

議員の質問とその後の行方 

高田土居城跡地
利用計画について
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平成24年5月定例会
一般質問

庁舎に太陽光発電を

庁舎屋上は一杯のため
浄化センター屋上への設置

を検討します

どうなった どうなった

町長答弁 町長答弁

平成24 年6 月に浄化センター、
生涯学習センター、保健福祉セ
ンターの3公共施設へ太陽光発
電を導入する再生可能エネル
ギー等導入推進基金事業計画
書を提出しました。現在は決定
待ちの状況です。

平成24年5月定例会
一般質問

結　果結　果
現在、避難路、避難場所を兼ね
た保育所及び幼稚園の高台移
転を計画しています。なお、移
転先については検討中です。

あのとき、議員が一般質問した内容や各委員会が提
言した内容が、町施策にどのような内容で反映した
かを確認するための調査です。

あ
言
か

追追跡調査

乳幼児施設を高台へ

保育所と幼稚園の
高台移転については検討

していきます
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編
集
後
記

新
年
度
の
予
算
も
決
ま
り
、
26
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

同
時
に
消
費
税
が
８
％
に
増
税
さ
れ
て

一
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
向
き
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
議
員
は
、
町
独
自
で
町
民
の
皆

さ
ん
の
負
担
を
抑
え
る
施
策
を
常
に
優
先

に
考
え
、
実
行
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ど
ん
な
些
細
な
事
で
も
結
構
で

す
の
で
、
何
な
り
と
ご
意
見
や
ご
感
想
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

広
報
特
別
委
員
会　

池
田
真
作
人

みなべ町へ嫁いで来たお嫁さん、今回は田辺市新庄町出身で
12年前に、大西年生さん（晩稲）と結婚されました大西江梨香
さん（旧姓：酒井）の紹介です。

大西江
え

梨
り

香
か

さん ＆ 年
とし

生
お

さんご夫妻と希
のぞみ

ちゃん（９ヶ月）

一緒に活動しませんか？ 
よさこいチーム プラリズム
  仲間と一緒に楽しく活動し
ましょう 新メンバー募集！！ 
練習日に一度遊びに来てく
ださい。

和歌山のよさこい祭りや
田辺の弁慶祭りに一緒に
参加しませんか。体を動か
すことが大好きな方、大歓
迎です。

●対象     中学生以上 （男
女を問いません）

●練習場所　生涯学習セ
ンター １階（谷口） 

●練習時間 19 時 30 分～  

★ 5 月の練習日 
1日（木）・ 8日（木）

12日（月） ・20日（火）
26日（月） 

☆お☆知☆ら☆せ☆

新・ 議 会 事 務 局 職 員
さん紹介 この度、新事
務局職員さんとして尾花
咲子さんをお迎えしまし
た。この場をお借りして
ご紹介させて頂きます。

尾
お

花
はな

咲
さき

子
こ

さん

Q どんなきっかけで、年生さんと知り合いましたか？
→友人の紹介です。

みなべ町に嫁いできて感じたことは？
→道が狭く、慣れるのにしばらくかかりました。
空気がきれいで静かなところです。

町での生活はどうですか？（楽しい新婚生活のエピソード
もあったらお聞かせ下さい。）
→近所の方々に恵まれ、散歩の時などに話しかけていただけ
ます。

町に望むことはありますか？
→農業を営んでいますので、梅の景気が良くなって欲しいです。

◎大西江梨香さん、ご協力ありがとうございました。

Q

Q

Q

●議会や議会だよりへの意見や
感想を募集しています。どんな
ことでも構いません、お寄せく
ださい。

みなべ町議会だより No.36
平成２６年 5 月１日発行
発行　みなべ町議会
編集　議会広報特別委員会
〒645-0002 
和歌山県日高郡みなべ町芝742
ＴＥＬ　0739-72-1334
ＦＡＸ　0739-72-1335

P16


